
「初夏の頃」前田　博史

　高知市老人クラブ連合会は、ますます高齢化が進む中で、高知市のある
べき姿について定めた「高知市高齢者憲章」にある高齢者のためのまちづ
くりに大いに賛同します。
　唯一の高齢者団体として、高知市高齢者憲章の精神を真摯に受け止め、自
分達はもちろんのこと、これから後に続く子供達や孫達のためにも大切な
取組であることを、世代間の共通認識となるように努力をします。
　そして、高齢者を取り巻く厳しい社会情勢に対応した老人クラブの在り
方を模索しつつ、高齢者の地位と福祉の向上を目指し、安心で安全なまち
づくりに貢献します。

高齢者が、生き生きと
して人生を送れるよう、
心身の健康と安定した
暮らしが守られるまち
にしましょう。
高齢者が、長年にわた
り社会の発展に貢献し
てきた者として、敬愛
されるまちにしましょ
う。
高齢者が、培ってきた
豊かな知識と経験が、
家庭や地域社会で役
立てられるまちにしま
しょう。
高齢者が、地域の人々
との交流と温かいふれ
あいの中で、共に支え
あえるまちにしましょ
う。
高齢者が、生涯を通じ
て学び、生きがいをもっ
て人生を過ごせるまち
にしましょう。

１、

２、

３、

４、

５、

理　念 重点目標
「健康・友愛・奉仕」活動の推進
単位老人クラブの会員増強と活性化
単位老人クラブの後継者育成
市老連ブロック活動および専門部活動の強化
市老連活動の組織強化と多面的な事業・活動の展開
交通死亡事故防止活動の推進

高 知 市 高 齢 者
憲 章
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高知市老連
役員名簿

令和4年度

令和4年6.9現在

役　職 ブロック 氏　名

会　長 潮江南 三宮　尊良

副会長 春野 小寺　雅夫

副会長 大津 藤岡　省次

副会長 鏡 大㟢　達美

副会長 薊野 北代　俊雄

副会長 朝倉 浜田　礼子

理　事 鴨田 西岡　知江

理　事 潮江北 山本　哲也

理　事 長浜第一 中平　正和

理　事 三里 山岡　富子

理　事 五台山 長﨑　正字

理　事 介良 竹村　次郎

理　事 高須 田所　初美

理　事 一宮 福原　次善

理　事 高知街南街下知 福留　聖造

理　事 江ノロ 宮部　明生

理　事 秦 足達　雅子

理　事 初月 清岡　　晃

理　事 旭 髙島　敏博

理　事 学識経験者 入木　栄一

理　事 前事務局長 池田　康友

監　事 一宮 石橋　照久

監　事 外部監査 村岡　　晃

事務局長 事務局 舛田　郁男

第61回市老連定例総会
　

六
月
九
日
㈭
、
高
知
市
南
部

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階
ホ
ー

ル
に
て
第
六
十
一
回
高
知
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
例
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舛
田
郁
男
市
老
連
事
務
局
長

の
司
会
進
行
の
も
と
、
小
寺
雅

夫
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で

総
会
が
始
ま
り
、
物
故
会
員
へ

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
三
宮
尊
良

会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
三
宮
会
長
は
、
市
老
連
が

今
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中

で
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
頑
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
述
べ
て
、
皆
さ
ん
に
一
層

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
野
村
友
視

高
知
市
高
齢
者
支
援
課
課
長
様

か
ら
は
、
一
連
の
市
老
連
活
動

が
地
域
福
祉
の
推
進
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
へ

の
感
謝
や
、
今
後
も
感
染
対
策

を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の

活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
と
の

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
の
後
は
表
彰
が
行

わ
れ
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
受
賞

団
体
と
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
一
宮
東
そ
め
い
会

の
泉
明
男
前
会
長
が
謝
辞
を
述

べ
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
移
り
、
事
務
局
一
任

に
よ
り
小
寺
雅
夫
副
会
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
令
和
三
年
度

の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
・
監

査
報
告
、
役
員
（
理
事
）
の
承

認
に
つ
い
て
が
審
議
さ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

後
、
全
て
の
議
案
が
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
受
賞
団
体

【
薊
野
】
薊
野
西
三
五
ク
ラ
ブ

会
長　

北
代　

俊
雄

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
受
賞
者

【  

秦  

】
西
秦
泉
寺
長
寿
会

会
計
監
査　

澁
谷　

唯
猪

【
一
宮
】
一
宮
東
そ
め
い
会

前
会
長　

泉　
　

明
男

令
和
四
年
度 

受
賞
者
名
簿
（
敬
称
略
）

謝辞を述べる
泉明男前会長

（一宮東そめい会）
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
落
ち
着
か

な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
マ
ス

ク
を
安
心
し
て
外
し
て
よ
く
な

る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

早
く
安
全
安
心
に
恒
例
行
事

が
開
催
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す

が
、
春
野
ブ
ロ
ッ
ク
平
和
仲
良

し
会
で
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
行
事

『
ア
ン
ケ
ー
ト
で
行
く
親
睦
バ

ス
旅
行
』
が
昨
年
よ
り
延
期
と

な
っ
て
お
り
、
足
摺
水
族
館
サ

ト
ウ
ミ
に
決
定
済
み
で
、
バ
ス

会
社
に
も
予
約
延
期
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

六
月
五
日
㈰
に
は
、
平
和
中

央
公
園
に
て
花
を
植
え
替
え
る

た
め
の
整
備
作
業
と
花
植
え
、

今
回
は
会
員
さ
ん
よ
り
『
私
の

好
き
な
花
は
？
』
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
案
内
。
全
部
採
用
で

き
ま
せ
ん
が
、
一
部
は
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に

六
月
の
梅
雨
時
期
と
い
え
ば
…

『
あ
じ
さ
い
』
で
す
ね
。
春
野

地
区
は
特
に
あ
じ
さ
い
が
綺
麗

に
咲
い
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
一
位
の
あ
じ
さ
い
を
地
元
春

野
高
校
に
て
購
入
。
す
ご
く
大

き
く
大
変
綺
麗
で
す
。
ま
た
農

業
担
当
の
先
生
よ
り
、
推
薦
の

Ｄ
Ｌ
消
石
灰
（
ア
ル
カ
リ
成
分

72
％
）
を
根
元
に
撒
き
、
現
在

白
色
の
花
。
さ
て
、
何
色
に
変

色
し
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で

も
あ
り
ま
す
。

　

元
事
務
員
に
よ
る
不
祥
事
か

ら
市
老
連
も
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
不
祥
事
再
発

防
止
策
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
き

な
行
事
（
高
齢
化
や
人
数
不
足

に
よ
る
演
芸
大
会
・
文
化
祭
）

の
中
止
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
止
に
な
っ
た
場
合
、
そ

れ
に
代
わ
る
行
事
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
市
老
連
は
、
会
員
の
高

齢
化
に
よ
る
自
然
減
少
、
人
数

不
足
か
ら
く
る
ク
ラ
ブ
数
減
少

や
趣
味
の
多
種
多
様
化
と
六
十

歳
は
老
人
で
は
な
い
と
加
入
を

断
ら
れ
る
等
会
員
増
は
前
途
多

難
で
あ
り
ま
す
。
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
に
は
市
老
連
会
員

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
で
不
特

定
多
数
の
知
恵
を
お
借
り
し

て
、
ま
た
可
能
で
あ
れ
ば
高
知

市
に
関
わ
り
の
あ
る
団
体
（
町

内
会
連
合
会
・
公
民
館
連
絡
協

議
会
・
青
少
年
育
成
協
議
会
や

高
知
大
地
域
共
同
学
部
等
）
と

の
交
流
や
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
誰
も
が
（
老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て
な
く
て
も
年
齢
に
関

係
な
く
）
参
加
し
た
く
な
る
行

事
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
今
後
も

副
会
長
と
し
て
皆
さ
ま
の
ご
指

導
の
元
、
市
老
連
の
た
め
出
来

る
範
囲
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
平
成
十
四
年
に
退
職
し

ま
し
た
母
が
老
人
ク
ラ
ブ
で
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
の

た
め
活
動
が
で
き
な
く
な
り
、

私
が
活
動
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
の
母
は
会
長

は
ど
う
だ
こ
う
だ
と
愚
痴
を

言
っ
て
い
ま
し
た
。
愚
痴
を
言

う
よ
り
母
が
会
長
を
や
っ
た
ら

ど
う
か
と
言
っ
た
も
の
で
す
。

　

人
の
欠
点
は
よ
く
見
え
ま
す

が
、
実
行
す
る
こ
と
は
た
や
す

く
な
い
よ
う
で
す
。
私
は
、
平

成
十
八
年
に
東
部
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
長
に
な
り
、
平
成
二
十
七

年
に
鏡
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

高
知
市
憲
章
に
地
域
の
人
々

と
の
交
流
、
温
か
い
ふ
れ
あ

い
、
共
に
支
え
合
う
健
康
、
友

愛
、
奉
仕
活
動
推
進
、
ど
れ
も

が
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
重
要
で

あ
り
、
健
康
で
な
く
て
は
活
動

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

友
愛
、
相
手
を
思
う
気
持

ち
、
奉
仕
活
動
な
ど
老
人
ク
ラ

ブ
の
理
念
で
あ
り
ま
す
が
、
毎

年
ク
ラ
ブ
会
員
の
減
少
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
数
年
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
活
動
が
自

粛
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
加
入
は
ま
だ
早
い
、
老
人

の
名
前
が
悪
い
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

災
害
は
何
時
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
避
難
先
で
は
人
と

の
関
わ
り
も
で
き
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

　

支
え
合
う
気
持
ち
で
共
に
活

動
し
て
い
る
う
ち
、
健
康
、
友

愛
を
共
に
、
百
歳
体
操
に
も
参

加
し
て
健
康
づ
く
り
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
対
話
を
基
に
会
員
増

強
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
か
ら
副
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
、

シ
ニ
ア
演
芸
大
会
等
大
き
な
行

事
が
中
止
と
な
り
、
残
念
で
し

た
。
専
門
部
は
、
独
身
者
友
の

会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
同
会

は
昨
年
度
、
日
帰
り
旅
行
二
回

と
新
年
宴
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
所
属
し
て
い
る
薊
野
西

三
五
ク
ラ
ブ
は
、
高
知
駅
か
ら

一
駅
の
薊
野
駅
か
ら
徒
歩
五
分

の
地
域
に
あ
り
、
付
近
に
は
高

知
城
東
北
の
鬼
門
守
護
神
・
掛

川
神
社
が
あ
り
ま
す
。
山
の
手

方
面
に
は
、
自
由
民
権
運
動
の

父
と
さ
れ
、「
板
垣
死
す
と
も

自
由
は
死
せ
ず
」
の
名
言
が
あ

る
、
板
垣
退
助
の
墓
（
分
骨
）

が
あ
り
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
二
十
七
年
こ
ろ
か
ら
板
垣

退
助
の
墓
地
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し

い
生
活
様
式
（
三
密
回
避
、
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
等
）
の

実
践
と
共
に
、
長
寿
手
帳
を
活

用
し
て
は
如
何
で
す
か
。
高
知

県
立
美
術
館
、
牧
野
植
物
園
等

公
共
施
設
で
美
術
作
品
や
花
を

観
賞
し
、
癒
し
効
果
で
一
層
の

元
気
高
齢
者
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

平
成
二
十
七
年
に
女
性
部
の

組
織
化
を
し
て
新
入
部
員
を
迎

え
て
二
十
五
人
で
再
出
発
を
し

ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
県
老
連

の
お
手
伝
い
も
始
ま
り
ま
し

た
。

　

市
老
連
の
健
康
ま
つ
り
や
文

化
祭
、
演
芸
大
会
で
の
お
手
伝

い
。
花
苗
の
植
え
替
え
を
年
に

四
回
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
二
年
度
は
女
性
大
学

の
新
入
生
の
受
け
入
れ
を
断
念

し
ま
し
た
が
、
昨
年
も
今
年
も

少
人
数
な
が
ら
新
入
生
を
迎
え

入
れ
開
講
し
て
い
ま
す
。
行
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
少
し
ず

つ
動
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
行
事
が
中
止
に
な

り
女
性
部
と
し
て
の
活
動
を
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
、
皆
で
話
し

合
い
を
し
ま
し
た
。
社
会
奉
仕

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
六
月
の
花
植
え
の
後
、
市

民
花
壇
の
草
引
き
に
行
き
ま
し

た
。
暑
い
中
の
作
業
で
し
た
が

皆
さ
ん
、
と
て
も
元
気
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
次
は
八
月
二
日

に
、
六
月
に
植
え
た
花
壇
の
草

引
き
と
追
手
門
周
辺
の
清
掃
に

行
く
予
定
で
す
。

　

市
老
連
に
お
願
い
を
し
て
女

性
部
の
の
ぼ
り
旗
を
作
成
中
で

す
。
こ
の
旗
を
持
っ
て
、
秋
も

清
掃
活
動
に
行
く
予
定
で
す
。

恒
例
行
事
の

再
開
を
！

老
人
ク
ラ
ブ
に

加
入
し
て

女
性
部
の

活
動
に
つ
い
て

小
寺
　
雅
夫

大
㟢
　
達
美

藤
岡
　
省
次

浜
田
　
礼
子

長
寿
手
帳
の
活
用

北
代
　
俊
雄

高
知
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会（
市
老
連
）に

つ
い
て
…  
私
の
考
え
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私
達
老
人
会
は
、
毎
年
春
、

秋
の
二
回
花
い
っ
ぱ
い
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

高
知
市
み
ど
り
課
の
花
い
っ

ぱ
い
会
苗
材
料
等
の
助
成
申
請

に
よ
り
、
花
屋
さ
ん
か
ら
買
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
二
、三

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
横
浜
中

学
生
が
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
育

て
、五
月
に
灘
の
漁
業
場
で
の
”

に
ぎ
わ
市
”
で
花
を
売
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
、

三
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
中
止

に
な
り
売
れ
残
り
ま
す
の
で
、

花
い
っ
ぱ
い
会
で
買
っ
て
手
助

け
を
し
ま
し
た
。

　

横
浜
衣
ヶ
島
会
の
作
業
で
三

密
を
守
っ
て
、
楽
し
く
皆
様
と

花
の
植
え
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

鴨
部
中
央
長
寿
会
で
は
毎
週

月
曜
日
と
水
曜
日
十
時
か
ら
紅

葉
橋
あ
た
り
の
鏡
川
沿
い
の
広

場
で
「
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
」
を
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
山
本
孝
一
さ
ん
が
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
を
少
し

変
え
て
十
年
く
ら
い
前
か
ら
は

じ
め
ま
し
た
。
最
初
は
四
名
で

し
た
が
鏡
川
沿
い
を
歩
く
会
員

さ
ん
が
次
々
集
ま
っ
て
現
在
は

二
十
二
名
が
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

公
共
の
広
場
な
の
で
穴
は
掘

ら
ず
、
五
つ
の
缶
に
当
て
る
こ

と
を
カ
ッ
プ
イ
ン
と
し
て
、
広

場
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
上
手
に
利
用

し
、コ
ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
玉
が
転
が
る

た
め
に
、
山
本
さ
ん
を
中
心
に

練
習
の
前
に
早
め
に
来
て
草
刈

り
機
で
草
を
刈
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

最
高
齢
八
十
八
歳
で
参
加

し
て
い
る
豊
永
さ
ん
は
、「
仲

間
が
や
さ
し
い
し
、
こ
こ
に

き
て
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
生

き
が
い
に
な
っ
て
い
る
」

と
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
は
月
曜
日
と

木
曜
日
に
百
歳
体
操
を
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
長
ら

く
お
休
み
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
復
活
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
布
師
田
老
人
ク
ラ
ブ

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し

て
、
毎
年
二
回
（
五
月
・
十
月
）

地
元
の
布
師
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
垣
根
の
刈
り
込
み
、
剪

定
と
、
敷
地
内
周
辺
の
草
引
き

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

終
了
後
は
気
の
合
う
者
同

士
、
食
事
、
お
茶
会
で
楽
し
く

過
ご
し
ま
す
。
又
、
七
月
の
七

河
川
一
斉
清
掃
に
も
参
加
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

信
号
の
な
い
橋
で
、
子
ど
も

達
の
見
守
り
活
動
な
ど
も
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
布
師
田
コ
ー
ラ
ス

部
は
、
地
区
の
敬
老
会
に
も
出

演
し
、
皆
さ
ん
を
励
ま
し
て
い

ま
す
。

横
浜
衣
ヶ
島
会

会
長
　
森
岡
　
清
介

鴨
部
中
央
長
寿
会

会
長
　
西
森
　
和
義

布
師
田
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
　
大
原
　
春
夫

布師田

長浜第一

鴨田山本孝一さん

（ 4 ）第 83 号令和 4 年（ 2022 年）7 月発行 高知市老連だより



　昨年は葉桜の花見ウォーキングでしたので、今年は桜満開時のウ
ォーキングができますようにと、桜開花予想をインターネット検索
し 3月 24日を予想しましたが、残念ながら 2分咲きぐらいでした。
なかなか難しくうまくいかないものです。
　しかしながら、天気は大変良く、暑からず寒からずの、青い空の
下で気持ちのいいウォーキングとなりました。
　来年こそは、満開の花吹雪の中のウォーキングを目指します。
　男性参加者が少ないので男性の積極的な参加をお待ちしてます !!

　独身者友の会会員 26名で日帰り旅行に行きま
した。天気にも恵まれ津野町のせいらんの里では
新緑のなかランチバイキングを楽しみました。梼

原町では隈研吾さん建
築の庁舎や図書館、ゆ
すはら座などを見学し、
道の駅でお買物をしつ
つ、「また行きたいねえ」
と帰ってきました。

　三翠園において 21名
の参加で開催しました。
総会では、事務局と北代
担当副会長より令和３年
度の事業および決算報告
と令和４年度の事業計画
および予算案が説明さ
れ、役員改選案もすべて
承認されました。懇親会
では華やかな衣装の踊り
で盛り上がりました。楽
しい時間の流れの中で新
会員のみなさんとの交流
も深まりました。

せいらんの里のランチバイキング梼原まちなみ観光

R4
3.24

R4
6.21

R4
4.28

令和４年３月24日㈭
①みどりの広場→紅葉橋→月の瀬橋→みどりの広場（紅葉橋周回コース 約６キロ）
②みどりの広場→新月橋→月の瀬橋→みどりの広場（新月橋周回コース 約3.5キロ）
46名

日　時：
コース：

参加人数：
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初
め
ま
し
て
、
鴨
田
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
デ
イ
の
近
藤

で
す
。
会
員
数
は
五
十
九
名
、

推
進
員
は
五
名
で
全
員
女
性
ば

か
り
で
す
。

　

私
達
の
活
動
は
、
八
月
を
夏

休
み
に
し
て
年
間
十
一
回
を
予

定
し
て
ま
し
た
が
、
去
年
は
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た

め
九
回
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
年
の
活
動
計
画
の
決
め
方

を
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
講
義

の
先
生
や
保
育
園
児
の
交
流
な

ど
を
決
め
、
手
足
の
運
動
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
脳
ト

レ
遊
び
、
手
芸
等
の
活
動
を
日

程
に
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
ま
で
は
お
弁
当
会
を
年
間
四

回
自
費
に
て
行
っ
て
お
り
、
た

く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
楽
し
い
食
事
が
で
き
ま
し

た
。
中
に
は
一
人
暮
ら
し
の
会

員
さ
ん
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

い
ろ
い
ろ
な
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
コ
ロ

ナ
禍
で
そ
の
よ
う
な
機
会
も
な

く
な
り
誠
に
残
念

に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
会
の
際

は
会
場
の
設
営
や

消
毒
液
の
設
置
等

の
感
染
予
防
対
策

を
行
い
、
推
進
員

の
全
員
が
女
性
と

い
う
こ
と
も
あ
っ

て
苦
労
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、

知
恵
を
出
し
合
い
協
力
し
あ
っ

て
楽
し
く
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
会
は
、
推
進
員
と

会
員
さ
ん
と
が
日
頃
か
ら
密
に

連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
良

い
交
友
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
会
員
さ
ん
同
士
が
日

頃
の
体
調
や
天
候
等
の
情
報
交

換
が
で
き
、
時
に
は
タ
ク
シ
ー

に
乗
り
合
わ
せ
て
出
席
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

鴨
田
ミ
ニ
デ
イ
で
は
以
前
か

ら
カ
ゴ
製
作
を
行
っ
て
お
り
、

推
進
員
が
話
し
合
い
を
重
ね
て

カ
ゴ
の
模
様
や
色
合
わ
せ
等
を

工
夫
し
、
新
し
く
入
会
さ
れ
た

方
に
は
一
緒
に
小
さ
な
サ
イ
ズ

を
製
作
し
、
徐
々
に
大
き
い
サ

イ
ズ
を
製
作
し
て
い
く
と
い
う

過
程
で
経
験
に
応
じ
た
方
法
で

お
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
製
作

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
作
る
人
、
教
え
る
人

双
方
に
と
っ
て
の
脳
ト
レ
に
繋

が
る
良
い
活
動
と
私
は
思
い
ま

す
。

　

私
は
長
く
こ
の

会
に
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
会
で
の
活
動

が
日
常
生
活
の
生

き
が
い
と
な
り
、

一
回
で
も
多
く
参

加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
イ

キ
イ
キ
と
し
た
毎

日
を
過
ご
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
最
後
に
ミ

ニ
デ
イ
へ
の
お
礼
の
川
柳
で

す
。

　

ミ
ニ
デ
イ
が

　

遠
ざ
け
て
い
る

　
　

認
知
症

代
表
推
進
員
近
藤
　
知
子

鴨田

鴨
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ミ
ニ
デ
イ

　改正道路交通法が令和４年５月 13
日から施行されましたが、施行前の３
月 23日にサポカーの体験乗車に市老
連から９名参加し、屋内ではサポカー
のシミュレーションの機械での体験、
屋外では実際のサポカーに乗車し、ブ
レーキを踏まずに障害物の前でピタッ
と止まる体験をしました。天候や車種
によって止まり方が甘い場合もあり、
本人の注意は必要ですが、参加者から
は「車の機能で止まってくれたら安心
やね。」という声が上がっていました。

高知県警察本部

R4
3.23①75歳以上のドライバーの運転免許更新について

②サポートカー限定免許

【受検義務】免許更新年の約３年以内に一定の違反歴がある場合（※普通自動車対応免許保有者）
【検査内容】（約 20分）
①指示速度による走行、一時停止　②右折・左折、信号通過　③段差乗り上げ
【合格基準】第１種免許⇨得点率 70点以上、第２種免許⇨得点率 80点以上
【一定の違反とは】信号無視・速度超過・横断歩行者妨害等 11種の違反
【合格しなかった場合】免許更新できないが、受検期間内に繰り返し受検することは可能

【内容】（約 30分）
① 16 枚の絵を見て記憶力を
調べる検査（手がかり再生）
　②検査の時の時間感覚（年
月日・曜日・時間）を検査（時間の見当識）
【採点】
36 点以上⇨認知症のおそれなし
36点未満⇨認知症のおそれあり
（医師の診断書の提出等必要）

【内容】（約２時間）（70 歳から 74 歳の免許更新者を
含む）
①座学（視聴覚教材等により安全運転知識等の再確認）
②運転適正検査（動体視力、夜間視力、視野測定）
③実車指導（運転技能検査と同内容により安全指導）
※ 運転技能検査合格者は③実車指導は免除（約１時間の講習）
※普通自動車対応免許以外（二輪・原付等）の免許保有者は、
　③実車指導は免除（約１時間の講習）

令和４年５月13日からの実施内容

令和４年５月13日から新設

運転技能検査（新設）

認知機能検査 （新）高齢者講習医師により
認知症と

診断されれば、
免許の停止・
取消の対象

安全機能を備えた「安全運転サポート車」に運転を限定する条件
付き免許の交付が可能に !!
【条件】性能認定が行われ保安基準に適合した普通車で、
以下の装置が装備されている車両
・衝突被害軽減制動制御装置
・ペダル踏み間違い急発進抑制装置
・障害物検知機能付ペダル踏み間違い急発進抑制装置

年齢問わず
誰でも

申請可能!!
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　「年がいっちゅうき」
「年よりやき」「高齢者
やき」
　ヨガのクラスを持っ
て耳にするのはこの言
葉の多さ。しかし、実
際は「生

せい

」に向かい健
康でありたいと体を動

かし、呼吸し、よく喋り（マスク着用）、最
初の言葉は付属物！
　ヨガが終わると「気持ちいい」と…。当初
よりますます若くなり、このような明るい元
気な皆さんと一緒の空間にいて、同じ空気を
味わえることは嬉しいことです。
　加齢を華麗に変えて日々過ごしましょう。

　コーラスでは、童謡、唱歌、抒情歌など、皆さん
に馴染み深い曲から、少しチャレンジしてみたい曲
など、年間を通して約 30曲歌っています。
　毎回歌う前には、体操、呼吸、発声練習をし、体
に負担のない歌い方を説明してから歌うようにして
います。
　よく受講生の皆さんから「歌うことは好きだけど、
高い声が出ない」という言葉を聞くことがあります。

特に日本人は普段の生活の中で使っている音域が非常に狭いと言われてい
ます。なので、私は普段の喋り声のトーン（高さ）を変えてみたり、歌を
歌うことによって、いろんな高さの声を出して喉の筋肉を鍛えていきまし
ょうとお答えしています。
　このコロナ禍になり、声を出すこと、
歌うことに対して制限されることが多く
なり、心の底から楽しく歌うことが難し
くなっているかと思いますが、私は歌だ
けではなく、音楽には心を癒してくれる
力があると思っていますので、歌うことによってリフレッシュできたり、
気持ちがより前向きになってもらえたら嬉しく思います。
　また、歌うことによって顔の表情筋を鍛えられますし、滑舌も良くなり
ます。歌詞を見ずに歌うことによって、脳のトレーニングにもなります。
　これからも受講生の皆さんが楽しく、そして長く歌い続けていけるよう
お手伝いができればなと思っています。

　６月 10 日㈮、新入生７名
を迎え、３年 11名と合わせ、
18 名で令和４年度女性大学
がスタートしました。
　浜田女性部長の開会の言
葉、三宮市老連会長のあいさ
つの後、高齢者支援課課長補
佐　大黒様より温かい励まし
の言葉をいただき、開講式に続いて舛田事務局長の
「高知市老連の現状と課題」の講演があり、市老連につ

いて学びました。
　これから一年間、友情をは
ぐくみながら、新たな学習に
チャレンジして、人生を豊か
にしていきましょう。

　6月 24 日㈮に令和
４年度生き活き大学
を開講しました。三宮
市老連会長の挨拶に
続き、高知市高齢者支
援課野村友視課長よ
りお祝いのお言葉を
いただきました。初回の講
演は、高知みらい科学館館

長髙橋信裕さんによる「“みらい”からの“わ
らい”」受講生の皆さんはお互いに笑い合い楽
しく充実した時間を過ごしました。今年も女性
大学卒業生を含む 16人の新入生のみなさんと
一緒に健康で交流を深め友情を育んで有意義な
1年にしていきましょう。

講師：伊野 友美子 講師：杉本 真佐美

R4
6/24

ブロック 実施日 場　所 講演内容等 参加数
鏡 6月23日 高知市鏡構造改善センター 「フレイル予防について」 46

鴨田 7月26日 西部健康福祉センター 「男女共同参画社会とジェンダー」 13
参加者数合計 59

令和3年度
研修会実施
ブロック報告
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長﨑 司郎

西森 京子

受
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　このたび「高知市老連だより」
第 83 号に、広告掲載のご協力を
賜わり誠にありがとうございま
した。本紙は、会員の生きがい・
健 康・ 教 養 を 高 め る と と も に、
すべての高齢者が豊かで幸せな
老後を過ごせるよう願って刊行
しております。
　今後とも一層の努力をして参
りますので、引き続きご支援をい
ただきますようお願い申し上げ
ます。    高知市老人クラブ連合会
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村井 由岐子

植田 和子

西森 章博

　皆さん「暑熱順化前線」という言葉ご存知でしょ
うか？日本気象協会が推進する「熱中症ゼロへ」プ

ロジェクトがネットで公開するお知らせです。
　そもそも聞きなれない「暑熱順化」とは、体が暑さに慣れることを言い
ます。暑熱順化ができていないと、体の熱をうまく外に逃がすことができ
ず熱中症になる危険性が高まります。日常生活の中で、運動や入浴（お湯
をためて）をすることで、汗をかき、体を暑さになれさせましょう。対
策を休んでしまうと元に戻りますので、お盆休みの帰省や移動、行事な
どで体が疲れている時も要注意です。可能性がある場合には 2週間前ご
ろから暑熱順化するための運動や入浴を行うと良いようです。詳しくは、
https://www.netsuzero.jp/le15-zensenをご覧ください。（かき氷）

編 集 後 記
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